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＜連絡事項＞

・本日警備のPHS所在不明の為、何かあった際はPHS(917)に架電して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・澤田　裕也様～本日、関係スタッフ、本人、父様を交え、ケア会議実施し、
　　　　　　　　入所の意思を改めて確認。2/7(月) 14：00 当院退院し
青山荘入所となります。訪看導入予定です。
・金 留示子様～苅田Ns付き添いで、市役所に外出。障害者手帳を受け取り、

生活保護課へ報告し手続きを終了。帰院時体温：36.4℃、

体調不良ありません。
＜要注目患者様＞

・若沢　理子様～主治医より精神症状悪化に伴い、療養環境変更の指示あり。

　　　　　　　 14：30東Aユニット10号室へ転出しています。
・柳田 由美子様～療養環境変更目的にて、東病棟Ｂユニット1号室から北病棟
308号室へ転入となりました。病棟オリエンテーションへの
理解力あり。表情穏やかで不安感の訴えはありません。
　　　　　

・小笠原　文人様～車椅子自操見られていますが、自力歩行は安定。確認行為、
　　　　　　　　　話し掛け過度とならず易怒性なし。対面時も礼節保たれています。

＜皮膚科＞

・若沢　理子様～ゲンタマイシン硫酸塩軟膏0.1％ 1本、ナジフロキサシン

クリーム1％ 1本処方となっています。
・出河 攻様～テルビナフィン塩酸塩外用液１％　1本、デルモゾールＤＰ軟膏
５ｇ　1本、テルビナフィン塩酸塩クリーム１％　1本処方と
なっています。
・大久保　すい様～皮膚科治癒となっています。
＜安ヶ平Dr診察＞
・長谷川　陽一様～20時vds内服し休んでいるが、1時には覚醒してしまうとの事。
　　　　　　　　　本日より21時vds内服し夜間の睡眠状況を見るよう指示あります。
・上村　みわ様～腰痛持続しているとの事ですが、処方変更ありません。
・滝田　英人様～診察中多弁。夜間まとまって眠れていると話すが、早朝に覚醒

しているのは自覚していると。本日より21時vds内服し夜間の
睡眠状況を見るよう指示あります。
・出河　攻様～気分変動はないと話され、処方変更ありません。
・中川原　義雄様～以前に比べ３時間は多く眠れると。腰痛持続。処方変更なし。

フェルビナクスチック２本処方となっています。
